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１０月1日、さんぱいんを岸根に迎えオープン戦を行った。結論は、残念ながら、散々な内容でのゲームセットとなった。
やはり、投手は投手の責任を！野手は野手の責任を全うしない限り、ゲームで勝利を掴む事は難しいであろう。
打線は水物と表現されるが、その中でも、塁に出て、リードで投手を揺さぶり、その中から、打者への投球を甘くさせるのも、
一つの形である。しかし、何を言っても、全てが結果、だから、その結果が良い方向になるように、チーム一丸で野球をやろう。
シーズンの中では、こういうゲームもあるもの。この敗戦から何を学び、何を補うかをチームとして、個々人として、考える事が
チームの成長に繋がると思う。たかが野球、されど野球、そして草野球、でもそんな中で、勝利を掴むために、俺たちは戦ってい
る。勝ったという言葉に酔うために・・・

チームが全く機能せ
ず・・・


